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会期は、１１月２９日から１２月２２日でした。
主な議案
①市職員の給与に関する条例改正
②令和5年度一般会計補正予算
③児童館の指定管理者の指定変更
④都市公園の指定管理者の指定
などの１２議案が審議されました。

十
二
月
議
会
報
告

鳥
井
や
す
こ
の

一
般
質
問

１
．
市
営
住
宅
の
活
用

①
市
営
住
宅
の
入
居
状
況

鳥
井
：
市
営
住
宅
の
空
室
が
増
え

て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
市
民

か
ら
は
入
居
し
た
い
と
思
う
市
営

住
宅
の
募
集
が
な
い
の
で
応
募
で
き

な
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
入
居
率
や

募
集
件
数
の
増
減
、
応
募
者
数
な

ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

変
化
が
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。 

当
局
：
直
近
3
年
間
の
平
均
募
集

件
数
は
約
38
0
件
で
、
応
募
は
45

件
程
度
、
入
居
に
至
っ
た
の
は
40
件

ほ
ど
で
す
。
一
方
、
約
90
件
の
退
去

も
あ
り
、
入
居
率
は
下
降
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

鳥
井
： 

ひ
と
り
親
世
帯
や
高
齢
者

世
帯
は
も
と
よ
り
、
疾
病
等
の
理
由

に
よ
り
収
入
の
少
な
い
世
帯
が
安
心

し
て
居
住
で
き
る
よ
う
に
市
営
住
宅

が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
就
業
や
通
学
、
親
族
か
ら

の
支
援
等
の
理
由
か
ら
、
特
定
の
市

営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
で
は

募
集
す
る
住
宅
は
管
理
者
の
判
断
で

決
定
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
市
営
住

宅
への
入
居
の
希
望
に
対
し
、
個
別
に

対
応
で
き
る
運
用
に
変
更
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。 

当
局
：
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
に

対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
家
族
の

実
情
や
本
人
の
希
望
を
聞
き
取
り
、

な
る
べ
く
希
望
に
見
合
っ
た
市
営
住

宅
へ
入
居
で
き
る
様
、
柔
軟
な
対
策

を
心
が
け
て
い
る
。

②
支
援
が
必
要
な

入
居
希
望
者
への
対
応

２
．
感
染
症
へ
の
対
応

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

拡
大
に
よ
る
教
育
への
影
響

鳥
井
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

に
よ
る
学
級
閉
鎖
や
学
年
閉

鎖
が
多
く
の
学
校
で
発
生
し

て
い
る
。
今
回
の
流
行
に
つ
い

て
ど
の
様
に
分
析
し
、
対
応
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
学
級
閉

鎖
や
学
年
閉
鎖
の
影
響
で
授

業
を
受
け
ら
れ
な
い
時
間
が

発
生
し
、
児
童
生
徒
の
学
ぶ

権
利
が
毀
損
さ
れ
て
い
な
い

か
危
惧
す
る
が
、
所
見
を
聞

き
た
い
。 

当
局
：
学
級
閉
鎖
数
は
、
10

月
・
11
月
の
2
ヶ
月
間
で
延
べ

と
学
級
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
級
閉
鎖
期
間
中
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
を
用
い
て
学
ぶ
機
会
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
感
染
後
の
出
席
状
況

鳥
井
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
罹
患
後
症
状
に
よ

り
、
安
定
し
て
登
校
で
き
な

く
な
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状

把
握
の
た
め
の
調
査
や
フ
ォ
ロ

ー
等
の
取
組
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

方
針
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

当
局
：
罹
患
後
症
状
に
つ
い

て
の
現
状
把
握
に
つ
い
て
の
具

体
的
答
弁
な
し)

罹
患
後
症

状
に
よ
る
影
響
に
よ
る
影
響

で
悩
ん
で
い
る
児
童
生
徒
も

安
心
し
て
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
適
切
な

支
援
や
対
応
を
す
る
こ
と
が

重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

３
．
生
活
保
護
制
度

①
自
動
車
の
利
用
制
限

鳥
井
：
生
活
保
護
受
給
者

の
自
動
車
の
保
有
お
よ
び
使

用
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
が

所
有
す
る
自
動
車
を
資
産

と
し
て
処
分
す
る
こ
と
に
注

力
し
て
お
り
、
肝
心
の
受
給

者
の
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
車
両
の
使
用
を
制
限

し
、
資
産
価
値
の
低
い
車
両

の
売
却
を
強
い
る
こ
と
は
、

自
立
の
妨
げ
と
な
り
、
生
活

保
護
か
ら
の
脱
却
を
困
難

に
す
る
と
考
え
る
が
、
所
見

を
聞
き
た
い
。 

当
局
：
自
動
車
の
使
用
に

つ
い
て
国
は
、
通
勤
用
な
ど

の
目
的
で
保
有
が
認
め
ら
れ

足利市休日夜間急患診療所の夜間診療の再開

令和２年から休診となっていた夜間診療が再開されます。

再開予定日：令和６年４月１日（月）
所 在 地 ：足利赤十字病院検診棟１階

②
申
請
時
の
対
応

鳥
井
：
生
活
保
護
を
申
請

し
よ
う
と
窓
口
を
訪
れ
た

市
民
に
対
し
て
、
親
族
を

頼
る
よ
う
に
と
い
っ
た
こ
と

や
、
自
動
車
の
保
有
は
認

め
ら
れ
な
い
、
働
け
る
場
合

は
仕
事
を
探
す
よ
う
に
と

い
う
対
応
を
し
て
、
申
請
さ

せ
ず
に
帰
ら
せ
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
聞
く
。
親
族
等
に

頼
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス

や
、
働
い
て
い
る
が
生
活
の

維
持
が
難
し
い
ケ
ー
ス
な
ど

に
つ
い
て
、
支
援
策
な
ど
の

困
難
な
状
況
に
あ
る
市
民

が
前
を
向
け
る
よ
う
な
情

報
提
供
に
取
り
組
む
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

所
見
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
通
院
の
た
め
の

移
送
費
に
つ
い
て
は
、
国

が
定
め
る
保
護
の
実
施

要
領
等
に
基
づ
き
、
傷

病
等
の
状
態
に
よ
り
、

比
較
的
近
距
離
に
所
在

す
る
医
療
機
関
で
の
対

応
が
困
難
で
あ
る
場
合

な
ど
、
支
援
要
件
を
満

た
す
場
合
に
必
要
に
応

じ
て
交
通
費
を
実
費
支

給
し
て
い
る
。

支
給
に
際
し
て
は
、
事

前
の
申
請
が
必
要
と
な

る
が
、
申
請
後
に
主
治

医
の
意
見
を
確
認
し
た

上
で
、
必
要
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
限
り
、
提

出
さ
れ
た
領
収
書
等
を

確
認
し
、
最
小
限
度
の

実
費
が
支
給
さ
れ
る
。

る
場
合
で
も
、
保
有
が

認
め
ら
れ
た
用
途
以

外
に
つ
い
て
は
使
用
を

認
め
て
い
な
い
。
本
市

で
は
、
国
が
定
め
る
保

護
の
実
施
要
領
等
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
適

正
な
保
護
の
実
施
に

努
め
、
丁
寧
な
対
応
と

適
切
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

診療内容

休日 夜間（365日）

内科
小児科

足利市医師会
日曜・祝日及び
12/31～1/3
午前10時～午後4時

午後7時～午後10時
（R2.6.22から休診中）

歯科 足利市歯科医師会

日曜・祝日及び
8/13～8/15
12/31～1/3
午前10時～午後１時

委託先

開設日時

診療所 0284-20-1556



お
ぜ
き
栄
子
の

一
般
質
問

１
．
地
域
経
済
の
活
性
化

お
ぜ
き
：
国
が
示
し
た
重
点
支
援

交
付
金
限
度
額
２
億
６
３
０
０
万
円

と
市
の
支
援
に
よ
り
、
農
業
者
を
含

む
中
小
企
業
者
等
に
対
し
て
、
燃

料
代
な
ど
の
支
援
を
早
急
に
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。 

当
局
：
過
去
の
実
績
、
県
、
国
の
動

き
に
連
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
地
域
の
実
情
も
考

慮
し
、
国
・
県
の
動
き
を
見
据
え
て

判
断
し
た
い
。

お
ぜ
き
：
住
民
税
非
課
税
世
帯
への

給
付
（
７
万
円
）
は
、
今
議
会
上
程

中
で
あ
る
が
、
所
得
が
３
０
０
万
円

以
下
の
世
帯
に
対
し
て
、
本
市
と
し

て
給
付
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
所
得
が
３
０
０
万
円
以

下
の
世
帯
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。 

当
局
：
低
所
得
者
世
帯
、
こ
の
３
０

０
万
円
以
下
、
市
税
の
均
等
割
世

帯
に
対
す
る
支
援
は
、
国
の
支
援
の

枠
を
拡
大
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
遅
滞
な
く
対
応
し
た
い
。
対

象
世
帯
数
は
住
民
税
が
個
人
に
対

す
る
課
税
の
た
め
デ
ー
タ
が
な
い
。

①
物
価
高
騰
対
策
を
急
げ
！

お
ぜ
き
：
現
在
、
足
利
市
ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
21
第
９
期
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
老
人

福
祉
計
画
は
、
高
齢
者
が
自
立
す

る
た
め
の
様
々
な
取
組
を
実
施
す

る
た
め
の
計
画
と
な
る
の
か
。

当
局
：
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
保

持
、
生
活
の
安
定
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
介
護
保
険
事
業
計
画
と

合
わ
せ
て
策
定
。

お
ぜ
き
：
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
計
画
と
な

る
の
か
。 

当
局
：
同
計
画
は
、
介
護
保
険

法
第
１
１
７
条
に
規
定
さ
れ
、
各

介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

量
を
見
込
み
、
介
護
予
防
な
ど

を
目
的
に
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
有
す
る
能
力
に
応
じ
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

策
定
。

お
ぜ
き
：
介
護
保
険
料
の
引
上

げ
を
抑
制
す
る
た
め
、
約
11
億
円

の
残
高
が
あ
る
足
利
市
介
護
給

付
費
準
備
基
金
を
活
用
す
る
な

ど
、
最
大
限
の
努
力
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

当
局
：
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

足
利
市
介
護
保
険
等
運
営
協
議

会
の
協
議
を
踏
ま
え
、
基
金
を
財

源
に
市
民
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
た
適
切

な
保
険
料
の
算
定
に
努
め
る
。

お
ぜ
き
：
現
在
の
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
原
則
１
割
負

担
で
あ
り
、
所
得
な
ど
に
よ
り
２

割
、
３
割
と
負
担
増
に
な
っ
て
い

る
が
、
原
則
で
あ
る
１
割
負
担
を

２
割
負
担
に
す
る
動
き
が
あ
る
。

国
に
や
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

考
え
は
な
い
の
か
。 

当
局
：
国
の
動
向
に
注
視
し
、
審

議
結
果
が
示
さ
れ
た
後
に
は
、
持

続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
運

用
に
向
け
て
、
市
民
の
負
担
が
過

大
と
な
ら
な
い
よ
う
に
適
切
に
対

応
す
る
。

お
ぜ
き
：
２
０
２
３
年
４
月
の

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
20

25
年
３
月
末
ま
で
に
地
域
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
を
策
定
。
こ
の
こ
と
で
農
業

者
が
米
、
小
麦
、
大
豆
の
ほ
か

ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
な
ど
７
品

目
の
あ
し
か
が
美
人
な
ど
を

つ
く
り
、
食
料
自
給
率
の
引

き
上
げ
に
つ
な
が
る
の
か
。

 

当
局
：
こ
の
計
画
は
、
地
域

農
業
の
発
展
や
農
地
を
維
持

し
て
い
く
方
法
を
地
域
で
決

め
る
こ
と
が
主
な
目
的
。
地

域
農
業
の
課
題
解
決
へ
取
り

組
み
を
進
め
る
中
で
食
料
自

２
．
高
齢
者
支
援
策

①
高
齢
者
が
自
立
す
る

老
人
福
祉
計
画
と
な
る
か
！

３
．
地
域
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
計
画
（地
域
計
画
）

②
介
護
保
険
事
業
計
画

国
は
要
介
護
１
、
２
の
訪
問
介

護
・通
所
介
護
を
総
合
事
業
へ

移
行
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

自
己
負
担
と
さ
ら
な
る
介
護

保
険
制
度
を
後
退
さ
せ
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
国
に
反

対
と
は
っ
き
り
と
し
た
態
度

を
示
す
こ
と
を
当
局
に
求
め

ま
し
た
。

お
ぜ
き
：
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
現
物
給
付
で
学
校
給

食
費
を
思
い
切
っ
て
無
償
に
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

当
局
：
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
は
、
恒
久
的
な
財
源
５
億
円
が

必
要
。
国
も
無
償
化
に
向
け
て
全

国
調
査
を
始
め
て
い
る
。
経
済
的

に
給
食
費
を
支
払
う
こ
と
が
難
し

い
ご
家
庭
に
は
、
就
学
援
助
と
し

て
給
食
費
の
全
額
補
助

（ 
小
中
学
生
９
３
２
名
）
し
て
い
る

今
後
も
対
応
。

お
ぜ
き
：
経
済
対
策
と
し
て
消
費

税
の
税
率
を
５
％
引
き
下
げ
る
こ

と
が
最
も
有
効
と
考
え
る
が
、
引

下
げ
を
国
に
働
き
か
け
る
考
え
は

な
い
の
か
。

当
局
：
社
会
保
障
に
充
当
す
る

重
要
な
財
源
で
、
国
の
方
針
に
即

し
て
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
。

お
ぜ
き
：
日
常
生
活
用
具
給
付
事

業
と
し
て
、
補
聴
器
給
付
を
積
極

的
に
普
及
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

当
局
：
加
齢
性
難
聴
に
よ
り
補
聴

器
を
必
要
と
す
る
非
課
税
世
帯
の

75
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
条

件
に
現
物
給
付
し
て
い
る
。

２０２２年度実績
・中小業者等支援金
電力価格高騰対策

3627件 ２億７６００万円余
燃油価格高騰対策

1793件 ２億４９９５万円余

・住民税非課税世帯等
緊急支援給付金

16519件（２７％） 9億421万円余
世帯総数 61650世帯（２０２２年度末）

お
ぜ
き
：
高
齢
者
支
援
と
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
必
要
な
人

に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

当
局
：
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢

者
の
食
、
栄
養
に
つ
い
て
は
、
生
活

機
能
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
大
切

な
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
費
用
負
担
や
財
源
等
の
課

題
が
あ
る
。
引
き
続
き
研
究
。

お
ぜ
き
：
交
通
手
段
の
確
保
と
し

て
、
現
在
の
生
活
路
線
バ
ス
に
つ
い

て
、
増
便
や
停
留
所
の
増
設
、
バ
ス

が
回
れ
な
い
と
こ
ろ
に
対
す
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
や
タ
ク
シ

ー
券
の
配
布
な
ど
の
取
組
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
本
市
の
バ
ス
の
増
便
や
停

留
所
増
設
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
台
数

の
増
車
を
伴
う
こ
と
、
交
通
安
全

対
策
、
所
要
時
間
の
変
更
に
伴
う

鉄
道
へ
の
乗
り
継
ぎ
等
の
課
題
、

タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
は
、
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
課
題
が
あ
る

補聴器の対象要件

・非課税世帯 一割負担
生活保護世帯 無料
・75歳以上
・専門医師の診断書
・補聴器（ポケット型）
・一度限りの給付
補聴器給付の実績
2021年 2台（７万５６００円）
2022年 5台（18万９０00円）

基
金
11
億
円
で
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
の
努
力
を
！

計
画
策
定
に
よ
り
、

食
料
自
給
率
向
上
と
な
る
か

市
は
、
稲
作
優
良
農
地

を
産
業
団
地
の
造
成
へ

と
新
た
に
進
め
て
い
る
が

洪
水
防
止
、
調
節
、
水
源

涵
養
な
ど
水
田
の
ダ
ム

は
重
要
で
、
地
域
計
画
で

食
料
自
給
率
を
高
め
る

努
力
が
必
要
と
市
長
に

求
め
ま
し
た
。

給
率
の
引
き
上
げ
や
地

域
循
環
型
農
業
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
る
。

お
ぜ
き
：
法
改
正
に
伴
い

、
農
地
制
度
の
変
更
、
農

地
法
3
条
の
許
可
で
足

利
市
が
設
定
し
て
い
た
下

限
面
積
、
権
利
取
得
後
の

経
営
面
積
が
地
区
ご
と

に
設
定
さ
れ
た
別
断
面

積
以
上
で
あ
る
こ
と
の
要

件
が
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
売

買
が
容
易
に
な
り
、
農
地

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

当
局
：
下
限
面
積
は
撤

廃
さ
れ
た
が
農
地
取
得

に
当
た
り
、
農
地
を
全
部

耕
作
、
常
時
従
事
平
均
１

５
０
日
、
地
域
調
和
の
３

つ
の
要
件
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
る
。

２０２４年１月５日賀詞交歓会にて

＊重点支援給付金（７万円）の締切：２月２９日
問い合せ： ０２８４（２０）２３６９
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